岐路に立つ「メトロセクシャル」 : 現在の日本の男性の化粧表現に見られる問題点と解決案 by 石田 かおり & Kaori ISHIDA
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Men’s Beauty Culture in Japan has more and more popular for these10years.The genre
 
and the concept“Metrosexual”came in Japan from Western World last year,which has get
 
many sympathy among men and which has become one of the strongest goal of men’s smart self
-expression in Japan.Will“Metrosexual”release men from the fixed idea of manliness or drive
 
in the competition of appearance,which is goodlooking for goodlooking’s sake? For it should
 
not become the latter case,I propose now to men“Slow Beauty”the same as to women.In
 
beauty culture we have the time,when we can face to ourselves. It is precious time in our
 
everyday life.But in the fact beauty culture make us to compare our real body and facial state
 
with the standardized beauty value,which exists out of ourselves.We must look over ourselves
 
in beauty culture,find out what we should be,and express it by our face and body.To do so
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学 生 に 見 せ た 番 組 は「情 報 ラ イ ブ
EZTV」，フジテレビ製作，2005年6月6日放
送。
28 書いた本人に本を確認したところ、中島梓
『タナトスの子供たち』,ちくま文庫，2005年
であった。この書物は「やおい」を扱ったも
のである。同性愛をテーマにするとジェンダ
ーや性差別、性表現の問題が浮かび上がって
くるという常道をこの回答も踏んでいる。
29 渡辺恒夫『脱男性の時代』，勁草書房，1986
年。
30 身体障害者、知的障害者、ユニークフェー
ス、病弱者等の「障害」と呼ばれる要素を持
っている人々である。
31 いわゆる中高年になって「女性」の「 外」
と世間から判断されると除外される。それで
も頑張って若々しい美を保つ努力をしている
と、尊敬される場合もあるが、「年甲斐もなく」
あるいは「オバサンなのに何をしても無駄」
と一笑に付されることも多い。そもそも年を
重ねた女性に対する呼称にすでに相手を卑下
し嘲笑する意味合いが含まれている。もとは
そうではなかったのだが、現在ではそうなっ
ている。このこと自体が問題である。女性に
次いで近年中高年男性の呼称も同様の道をた
どっている。その典型的な例は「おやじ」で
ある。いずれにしてもエイジズムが問題であ
る。
32 この点については前論で詳述した。石田か
おり「近現代日本の美容行為における眼差し
の力」，『駒沢女子大学研究紀要』第9号,駒沢
女子大学,2002年,15～25ページ。
33 次に挙げる内容的に続いている一連の論文
と拙著を参照。
石田かおり「健康美の時代――美と健康の結び
つきから見た日本近現代美容史――」，『研究
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紀要おいでるみん特別号日本の化粧文化』,資
生堂企業資料館,2002年，67～89ページ。
石田かおり「近現代日本の美容行為における眼
差しの力」,『駒沢女子大学研究紀要』第9号，
駒沢女子大学，2002年,15～25ページ。
石田かおり「スロービューティー宣言――次世
代の美的価値を求める試論――」，『駒沢女子
大学研究紀要』第10号,駒沢女子大学,2003年，
15～25ページ。
石田かおり「スロービューティー宣言――次世
代の美的価値を求めて――」,『研究紀要おい
でるみん』17号，資生堂企業資料館，2004年,
135～151ページ。
石田かおり「日本における身体技法の近代化の
問題点と解決策」，『駒沢女子大学研究紀要』
第11号,駒沢女子大学,2004年,7～16ページ。
石田かおり「ファストビューティーからスロー
ビューティーの時代へ」，『日本化粧品技術者
会誌』39巻2号,日本化粧品技術者会，2005年
刊行予定に原稿提出、印刷中。
石井政之・石田かおり『「見た目」依存の時
代』，原書房，2005年11月。
このほか研究会発表、講演や本務校の公開
講座、新聞連載、マスコミによる取材などあ
らゆる機会を通じて発信をしている。
参考文献
「絶対老けない美容術・服装術」，『Gentry』9
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社，2005年。
「MEN’S BEAUTY 男のスキンケア＆ヘア
ケア最先端」，『MEN’S CLUB』9月号，アシェ
ット婦人画報社，2005年。
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号，朝日新聞社，2005年。
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「化粧をする男性、急増中?」，『THE BIG
 
ISSUE JAPAN』18号，ビッグイシュー日本，
2004年12月1日。
「オトコを磨く」，『朝日新聞』生活面，2005年
5月5日。
「たかの友梨ビューティークリニック」のホー
ムページ
「男のエステダンディハウス」のホームページ
ほか男性の化粧・美容に関する新聞雑誌記事
とホームページを参照。
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